
34建設業界 2014.335 建設業界 2014.3

大
所
高
所
か
ら
同
空
港
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
「
福
島

空
港
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き

福
島
県
が
中
心
と
な
り
、
同
空
港
を
復
興
・
成
長
戦
略

に
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
言
が
な
さ
れ

た
。
同
提
言
の
中
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
福
島
空

港
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
を
鑑
み
、
首
都
圏
と
の

近
接
性
を
活
か
し
、
首
都
直
下
地
震
等
被
災
時
に
、
国

内
外
か
ら
の
救
援
物
資
や
支
援
部
隊
の
参
集
・
派
遣
の

拠
点
、
ま
た
、
救
助
・
救
援
活
動
の
拠
点
、
す
な
わ
ち

広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
も
、
検
討
す

べ
き
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

福
島
県
で
は
、こ
の
提
言
を
受
け
、今
年
度
か
ら
福
島

空
港
の
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
る
。
首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
、
従
来

の
想
定
よ
り
一
層
甚
大
な
被
害
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
首
都
圏
が
被
災
し
た
場
合
、
建
物
倒
壊

等
の
影
響
に
よ
り
、
代
替
路
の
確
保
が
困
難
な
状
況
と

な
り
得
る
。
阪
神
・
淡
路
や
東
日
本
大
震
災
で
も
、
イ

ン
フ
ラ
が
復
旧
さ
れ
、
被
災
地
外
か
ら
の
支
援
物
資
輸

送
が
可
能
と
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
首
都

圏
の
場
合
、
陸
上
輸
送
再
開
ま
で
予
想
以
上
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
時
、
震
度
六
強
の
揺
れ
で
も
、
直
後

広
域
防
災
機
能
強
化
の
検
討

の
被
害
は
あ
っ
た
も
の
の
運
用
に
支
障
は
な
く
、
他
の

遮
断
さ
れ
た
交
通
機
関
に
代
り
、
物
資
や
旅
客
の
輸
送

を
担
う
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
羽
田
空
港
へ
も
臨

時
便
が
運
航
さ
れ
た
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
大
規
模
地
震
災
害
派
遣
、
原
子
力

災
害
派
遣
、
現
地
調
査
団
と
し
て
、
自
衛
隊
が
集
結
し
、

福
島
空
港
を
拠
点
に
支
援
物
資
の
輸
送
等
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
他
、
消
防
、
警
察
、
海
上
保
安
庁
、
報
道
等
の
航

空
機
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
頻
繁
に
離
着
陸
し
た
。
ま
た
、

国
内
各
地
か
ら
だ
け
で
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
等
か
ら
の
支
援
も
、
福

島
空
港
経
由
で
、
県
内
外
被
災
地
に
届
け
ら
れ
た
。

　

福
島
空
港
の
災
害
に
対
す
る
強
さ
が
証
明
さ
れ
た
と

か
ら
運
用
可
能
で
あ
っ
た
福
島
空
港
は
、
都
心
ま
で

二
〇
〇
㌔
㍍
弱
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

で
途
中
給
油
無
く
運
航
可
能
な
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、

関
東
平
野
上
空
を
山
越
え
無
く
運
航
で
き
る
。
さ
ら
に
、

二
、五
〇
〇
㍍
の
滑
走
路
長
は
、
大
型
輸
送
機
が
貨
物

満
載
で
離
着
陸
可
能
で
あ
り
、
非
常
時
に
必
要
な
物
資

を
緊
急
集
荷
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

非
常
時
に
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
プ
ロ
が
集
荷
・
搬

送
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
選
別
・
梱
包
し
、
被
災
地
や
そ

の
周
辺
ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
が
、
陸
路
搬

送
が
難
し
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る

空
輸
と
い
う
ル
ー
ト
も
選
択
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
物
資
の
保
管
や
荷
捌
き
施
設
、
ト
ラ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

等
も
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
福
島
空
港
の
除
雪

車
庫
で
Ｄ
―

Ｍ
Ａ
Ｔ
（
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）が
、
Ｓ

Ｇ
Ｕ（
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
＝
広
域
搬
送
拠

点
医
療
管
理
所
）
を
展
開
し
た
。
物
流
動
線
、
輸
送
機

や
報
道
機
へ
の
給
油
の
た
め
の
動
線
と
、
救
命
・
救
急

搬
送
の
動
線
は
錯
綜
せ
ぬ
よ
う
、
非
常
時
に
備
え
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
訓
練
も
必
要
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
に
関
東
運
輸
局
が
と
り
ま
と
め
た

「
首
都
直
下
地
震
等
に
対
応
し
た
支
援
物
資
物
流
シ
ス

地
方
空
港
間
連
携
の
必
要

同
時
に
、
非
常
時
に
お
け
る
空
港
の
有
用
性
が
、
実
績

と
し
て
証
明
さ
れ
た
。

　

地
方
空
港
の
経
営
環
境
は
厳
し
い
。
福
島
空
港
も
、

平
成
十
一
年
度
の
七
五
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
就
航
航
空

各
社
の
路
線
見
直
し
や
航
空
機
小
型
化
の
影
響
に
よ
り

旅
客
数
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
平
成
二
十
一
年
一
月
に

は
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
が
撤
退
、
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
大
幅
に
縮
小
し
た
。
国
際
線
に
つ
い
て
は
、
風
評

被
害
に
よ
り
運
休
が
続
い
て
い
る
。

　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
、
空
港
関
係
者
や
地
元
自
治

体
・
経
済
界
だ
け
で
な
く
、
外
部
学
識
者
を
含
め
た
、

福
島
空
港
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
提
言

テ
ム
に
関
す
る
協
議
会
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
発
災
か
ら

イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
よ
り
被
災
地
外
か
ら
支
援
物
資
供
給

が
可
能
と
な
る
ま
で
の
期
間
、
一
都
四
県
（
東
京
都
・

神
奈
川
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
・
茨
城
県
）
で
必
要
な

調
達
物
資
量
は
四
、六
三
三
㌧
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
物
資
が
被
災
地
付
近
で
備
蓄
・
保
管
さ
れ
、
被
害

を
受
け
ず
に
各
所
に
輸
送
可
能
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い

が
、
災
害
へ
の
備
え
は
重
層
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
災
害
時
支
援
物
資
を
流
通
在
庫
と
し
て

保
有
し
得
る
民
間
企
業
や
、
他
地
域
と
の
災
害
時
の
相

互
受
・
支
援
の
た
め
の
協
議
・
協
定
が
必
要
と
な
る
こ

と
は
当
然
だ
が
、
非
常
時
に
大
型
輸
送
機
等
で
国
内
外

か
ら
参
集
で
き
る
、
災
害
に
強
い
広
域
防
災
拠
点
と
し

て
の
空
港
が
あ
れ
ば
、
広
域
連
携
に
よ
り
国
土
の
強
靭

化
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

福
島
空
港
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
全
国
の
複
数
の

地
方
空
港
で
も
、
各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
広
域
防

災
拠
点
と
し
て
同
様
に
担
い
得
る
役
割
で
あ
る
。
我
が

国
の
石
油
備
蓄
基
地
は
、
リ
ス
ク
対
策
と
輸
送
コ
ス
ト

効
率
の
観
点
か
ら
、
日
本
全
国
各
地
に
分
散
配
置
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
国
規
模
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
・

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
同
じ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
全

国
の
他
空
港
が
連
携
し
、
国
に
働
き
か
け
、
石
油
備
蓄

と
同
様
に
、
リ
ス
ク
に
強
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

　

福
島
県
須
賀
川
市
と
玉
川
村
に
位
置
す
る
福
島
空
港

は
、
昨
年
開
港
二
〇
周
年
を
迎
え
た
滑
走
路
長
二
、

五
〇
〇
㍍
の
県
管
理
空
港
で
あ
る
。
羽
田
空
港
と
直
線

距
離
で
二
〇
〇
㌔
㍍
弱
し
か
離
れ
て
い
な
い
た
め
、
地

方
空
港
の
収
益
の
要
と
も
言
う
べ
き
羽
田
定
期
便
が
な

い
空
港
で
あ
る
。
現
在
国
内
線
は
、
大
阪
（
伊
丹
）
と

札
幌
（
新
千
歳
）
の
み
の
運
航
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
、
福
島
空
港
は
管
制
塔
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
等

福
島
空
港
の
概
要

東
日
本
大
震
災
で
福
島
空
港
が
果
た
し
た
役
割

空
港
の
持
つ
広
域
防
災
機
能
の
可
能
性
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